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6(調)第 1号

○誠実に団体交渉に応

じること。 
○組合員に対するパワ

ハラ、いやがらせを止

め、介護の仕事に従事

させること。 
○団体交渉を拒否した

ことに対して謝罪する

こと。

　組合は、①直ちに誠実に団交に応じない

ことは不当労働行為である、②組合員に対

していわれなき誹謗・中傷を止めること、

③組合員を本来の業務から外すことをや

め、本来の業務に就けること、と主張した。 
　使用者は、①勝手に団交日時を指定して

きたが、こちらにも都合がある。組合員が

先に謝罪しなければ団交に応じない、②い

われなき誹謗・中傷はない、③本来の業務

から外したわけではなく、命じた業務も本

来の業務の一部であると主張した。

あっせん

による解決

は困難であ

るとして、

やむを得ず

あっせんを

打 ち 切 っ

た。

39 日 0 回


